
 

 

 

 

 

 

 

                                    
  

 

 

 
 
 明日から冬休みが始まります。その冬休みには子どもたちが楽しみにしているお正月もあります。「一年の

計は元旦にあり」と昔から言われています。「今年は、どんなことを目標に過ごそうか。」と考えるきっかけに

なるよい機会です。いつも「三日坊主」とならないように「継続は力なり」の思いをもって始めるのですが、

なかなか思い通りにならないものです。 

その「継続は力なり」という言葉ですが、国語辞典によると『わずかなことでも、続けて行えば成果となっ

てあらわれる。小さな努力も、続けてやれば成功する。』と書かれていました。改めてこの言葉の意味を考え

たとき、少し違和感を覚えました。実際に自分が子どもたちに伝えるときには、「成果が出なくても継続する

ことそのものに意義があるんだよ。だからがんばろう！」というときに使っていたのではないかと思ったから

なのです。そこで、この言葉はいったい誰の名言なのだろうと気になり、調べてみることにしました。すると、

諸説あるようですが、ある宗教家が詩の中に書いていることが初めなのではないかということが分かりました 
 
「継続は力なり」この言葉を調べていて出会った詩 

ですが、とても心に残る詩でした。正しいことを貫く、 

自分の信念を貫くことそのものが大切であることに気 

付かされます。しかし、「自分だけ違っていたらどうし 

よう。」「どのように行動すればよいのか迷ったな。」と 

いう気持ちになると、同調バイアスといって、考えとは 

別に周囲の人と同じ行動をとってしまうこともあります。 

だからといって自分の考えや信念を相手に押しつけては、 

人と人との関係がうまくいかなくなることも明白です。 

やはり大切なのは意志の強さ、それを力として振りかざすことがないことなのだと改めて気付かされました。 

初めは、言葉そのものについて調べていったのですが、新しい詩に出会うことができ、改めて自分を見直す

きっかけとなりました。 
 
一つのことを継続して取り組み、結果が出ることを求めるだけではなく、継続する意思そのものが力となる

のだと思います。子どもたちは、一年の初めにどんな目標を立てるのでしょうか。継続してどんなことを頑張

りたいのかをお子さんと対話をしながら一緒に考える、そんな意義のあるすてきな冬休みになるように願って

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「継続は力なり」 
教 頭 佐々木 修治 

 

 青年よ 強くなれ 
牛のごとく、象のごとく、強くなれ 
真に強いとは、一道を生きぬくことである 
性格の弱さ 悲しむなかれ 
性格の強さ 必ずしも誇るに足らず 
「念願は人格を決定す 継続は力なり」 
真の強さは 正しい念願を貫くにある 
怒って腕力をふるうがごときは 弱者の至れるものである 
悪友の誘惑によって堕落するがごときは 弱者の標本である 
青年よ 強くなれ 大きくなれ 

住岡 夜晃 「讃嘆の詩」より 

 

学校だより 
 

令和４年（２０２２年）１２月２３日発行 第４２８号 

スキー学習について 
 
 ３学期からスキー学習が始まります。１・２年生は学校のグラウンドで、 
３〜６年生はグラウンドに加えスキー場（テイネオリンピアゾーン）での 
学習を行います。夏にグラウンド工事を行った関係で、今年度に限り、 
グラウンドにスキー山を造成することができません。ご了承願います。 
なお、学習の日程や持ち物の詳細は、別途、学年便り・学級便りで 
お知らせいたしますので、ご確認ください。  
◆冬休み中に、スキー用具の点検と準備をお願いします。 

 
 
 
 

◎スキーの搬入は１月１９日（木）からお願いします。 ※「スキー立て」の設置場所は、次号でお知らせいたします。 

スキー・スキー靴の搬出入は、平日の１７時までの時間帯でお願いします。（土・日・祝日は、対応ができません。） 

なお、児童の安全確保および給食運搬車両の動線確保のため、学校前・敷地内の駐車は なさらないでください。 

テイネオリンピアでのスキー学習の予定 
 
＊６年生 ………………… 2 月 ６日（月） 
＊５年生 ………………… 2 月１５日（水） 
＊４年生･キラキラ３・４・５年… 2 月２０日（月） 
＊３年生･キラキラ 5・6 年… 2 月２４日（金） 
 
 ※実施後に、バス代金・リフト使用料の集金があります。 

・全ての用具に記名（スキー、スキーケース、スキー靴、靴袋、スキーウェア、耳がかくれる帽子、スキー手袋） 

・靴とスキー板のビンディングの調整  ・スキー板（裏の滑走面）のワックス塗布  ◎スキーの着脱の練習 



☆諸費振替日 【１２月分】→ 12/27（火）・1/5（木）   【１月分】→ 1/27（金） 

１２月分と１月分の振替があります。郵便局の口座に下記の金額のご入金をお願いします。 
                                 
 
 
 

＊就学援助を受けているご家庭は、上記の金額から給食費を差し引いた金額となります。 
＊２・３月は PTA 会費をいた徴収しませんので、長子児童分の金額が変更となります。 

 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

日 曜 行 事 予 定 

１２／２３ 金 ２学期 終業式 

２４ 土 冬季休業（～１月１７日） 

２７ 火 諸費振替日（１２月分） 

１２／２９ 

   ～ 

１／ ３ 

木 

 

火 

 

年末年始 学校休校日 

４ 水 冬季休校日 

５ 木 冬季休校日 諸費振替日（１２月分再） 

６ 金 冬季休校日 

９ 月 成人の日 

１８ 水 
３学期 始業式 全学年４時間授業 

※給食は ありません。 

２３ 月 委員会⑪ 

２５ 水 避難訓練⑤ 

２７ 金 
諸費振替日（１月分） 

集団下校訓練 中止 

３０ 月 
全学年５時間授業  ＡＬＴ３年 

スクールカウンセラー相談日 

３１ 火 ＡＬＴ５年 

※２７日（金）の集団下校訓練は中止となりますが、 

各学級で集団下校班とコースの確認を行います。 

★３学期始業式★  1月１８日（水） 
○登校時間 

８：０５〜８：１５ … ４・６年生 
８：１０〜８：２０ … ５年生･キラキラ学級 
８：１５〜８：２５ … ２年生 
８：２０〜８：３０ … １・３年生  

○下校予定時刻 （４校時終了後） 
  １２：３０頃  ※この日は 給食はありません。 
 
◎持ち物等は、学年や学級のお便りでご確認ください。 

☆スクールカウンセラーの来校について☆ 
スクールカウンセラーの三原彩絵子先生が来校します。 

どうぞお気軽にご相談ください。 

 来校日：１月３０日（月） 

 時 間：１０：００～１５：００  

＊相談をご希望される方は、担当の阿知良または教頭まで 

お知らせください。   ☎ ７７３－６１０５   

 

＊ 行事はやむをえず、変更となる場合があります。 

 

 

お知らせとお願い 
 
○冬季休業期間中の学校への連絡について 
  12 月 2９日（木）〜１月３日（火）は年末年
始の休日のため、また、１月４日（水）～６日（金）
は冬季休校日のため、学校が無人化となります。 
土・日・祝日も対応できる職員がおりませんので、
ご連絡は平日の下記の時間帯にお願いします。   

 
 
 
  
※冬季休業期間中に【転校することが決まった】 
【事故にあった】等の場合は、必ず学校にご連絡 
ください。転校される際は、書類の作成の手続き
や、学校諸費の清算等がございますので、あらか
じめ学校へ連絡の上、ご来校ください。 

 

○河川周辺の安全対策について 
   冬期間の降雪および雪捨てなどにより、河川が
雪山となり、雪の下を川が流れていることがあり
ます。転落事故等の防止のため、河川には絶対に 
近づかないよう、ご指導よろしくお願いします。 

 
〇相談窓口のご案内 
  家族や友人、先生、スクールカウンセラー等の
他にも、サポートできる相談窓口がありますので、 

 以下の相談機関もご活用ください。 
 
【電 話 相 談】    ※通話料無料 
・いじめ電話相談   ℡ 0120-127-830 

 ・24 時間子どもＳＯＳダイヤル 
     ℡ 0120-０-78310（なやみ いおう）       

【メール相談】  
 ・子どもアシストセンター  assist@city.sapporo.jp  
【虐待に関する相談】 ※通話料無料 
・虐待対応ダイヤル ℡ 局番なし 189（いちはやく） 

【連絡先】屯田西小学校 
     ☎ 011-773-6105 

平日８：３０〜１６：３０ 

 

（１２月分）              （１月分） 
全学年 長 子  ４，９００円         全学年 長 子  ４，９００円 

長子外 ４，７２０円                 長子外 ４，７２０円 

携帯端末～利用時間の確認を～ 
 
 大人でも、ついつい使い過ぎてしまうスマートフォンやタブレット。子どもたちも 

長時間利用になりがちです。利用時間を減らすためには、「使い過ぎている」という

自覚を子ども自身がもつことが重要です。まずは、１日あたりどれくらい使っている

のかを確認してみましょう。スマホやタブレットには、利用時間を確認できる機能が

備わっています。こういった機能を使いながら、毎日どれくらいの時間を使っている

のかチェックすることから始め、適切な利用時間を心掛けていきましょう。 

mailto:assist@city.sapporo.jp

